
 (1) 平群町長寿会新聞  第３１９号  ２０１９年（令和元年） １０月１日                     

➀ 

県
知
事
表
彰 

老
人
福
祉
功
労
者 

岡 

嘉
道
連
合
会
会
長
が
受
賞 

平
群
町
が
奈
良
県
に
「
老
人
福
祉
功

労
者
」
の
申
請
を
し
て
い
た
、
連
合
会

会
長
の
岡 

嘉
道
に
県
知
事
表
彰
が

決
定
し
た
と
の
伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。 

長
年
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
指
導
並

び
に
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し

た
者
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
平
群
町

長
寿
会
連
合
会
の
長
年
に
亘
る
活
発

な
事
業
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と

思
い
、
ご
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。 

９
月
12
日
奈
良
県
庁
に
お
い
て
表
彰

式
が
執
り
行
わ
れ
、
「
表
彰
状
」
を
頂

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

➁ 

全
老
連
会
長
表
彰 

 
 

会
員
増
強
「
特
別
賞
」 

緑
ヶ
丘
長
寿
会(

奥
田
徹
会
長)

受
賞 

五
年
間
に
亘
っ
て
行
わ
れ
た
「
一
〇

〇
万
人
会
員
増
強
運
動
」
の
締
め
く
く

り
の
年
度
で
、
緑
ヶ
丘
長
寿
会
が
「
特

別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

五
年
間
一
度
も
新
規
会
員
獲
得
数
が

マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
ず
、
か
つ
、
五
年
間

の
累
増
が
47
名
で
連
合
会
ト
ッ
プ
を

守
っ
た
。 

  

吉
新
長
寿
会 

 

会
長 

中
本 

明
盛 

 

吉
新
は
、
380
世
帯
850
人
が
10
班
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。 

平
群
駅
西
地
区
整
備
事
業
で
多
く

の
家
が
転
居
さ
れ
、
班
の
世
帯
数
も
10

～
45
、
長
寿
会
会
員
も
１
～
15
名
と

な
り
、 

班
に
よ
っ
て
大
き
な
開
き
が 

 

                 
授
賞
式
は
11
月
27
日
（
水
）
第
48
回

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
（
埼
玉
県

さ
い
た
ま
市
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で

奥
田
会
長
に
は
、
遠
方
ま
で
ご
足
労
を

お
か
け
し
ま
す
が
名
誉
な
こ
と
で
あ
り

ま
す
の
で
授
賞
式
に
ご
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。 

③ 

県
老
連
会
長
表
彰 

⑴
会
員
増
強
「
特
別
賞
」 

椿
台
長
寿
会
（
中
戸
資
祝
会
長
）
受
賞 

一
〇
〇
万
人
会
員
増
強
運
動
で
椿
台

長
寿
会
が
「
特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

会
員
増
強
運
動
最
終
年
度
の
新
規
獲
得

者
数
が
29
名
で
連
合
会
ト
ッ
プ
、
か
つ

五
年
間
累
増
が
13
名
で
第
2
位
を
確

保
し
た
。 

授
賞
式
は
、
10
月
30
日
県
老
連
指
導
者

研
修
会
（
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

⑵
会
員
増
強
推
進
賞 

御
陵
苑
長
寿
会
（
田
辺
幸
雄
会
長
） 

西
宮
長
寿
会
（
西
畑
茂
郎
会
長
） 

初
香
台
長
寿
会
（
木
津
照
雄
会
長
） 

光
ヶ
丘
長
寿
会
（
松
本
博
行
会
長
） 

が
受
賞 

会
員
増
強
運
動
最
終
年
度
の
年
増
が
プ

ラ
ス
で
、
か
つ
、
五
年
間
の
累
増
も
若

干
な
り
と
も
プ
ラ
ス
を
維
持
し
た
。 

授
賞
式
は
、
10
月
30
日 

県
老
連
指
導 

 

あ
り
、
班
や
自
治
会
、
地
域
の
活
動
や 

行
事
等
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

長
寿
会
は
月
例
会
で
、
食
事
会
や
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
長
寿
会
の
新
舞
踊
ク
ラ

ブ
や
伝
承
交
流
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
、
町

人
権
協
の
懇
談
会
も
実
施
し
、
昨
年
度

は
悪
質
商
法
の
ビ
デ
オ
視
聴
、
振
込
め

詐
欺
等
の
実
態
や
対
応
等
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
有
意
義
な
時
間
に
。 

者
研
修
会
（
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ 

ー
）
の
席
上
で
受
賞
予
定
で
す
。 

な
お
、
全
老
連
が
行
っ
た
「
一
〇
〇

万
人
会
員
増
強
運
動
」
は
、
結
果
と
し

て
20
万
人
近
い
会
員
減
に
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
連
合
会
も
残

念
な
が
ら
五
年
間
の
純
増
は
マ
イ
ナ
ス

５
名
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
会
員
増
強

の
難
し
さ
を
今
更
な
が
ら
痛
感
さ
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

当
連
合
会
と
し
て
も
、
今
回
受
賞
さ

れ
た
6
地
区
長
寿
会
の
頑
張
り
に
感
謝

し
て
、
合
同
受
賞
祝
賀
会
を
11
月
2
日

11
時
か
ら
「
か
し
の
き
荘
」
に
於
い
て

会
費

1
,0

0
0

円
で
開
催
し
ま
す
。
当
該

地
区
の
皆
様
方
の
大
勢
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 
   

ニ
ッ
セ
イ
財
団 

生
き
生
き
シ
ニ
ア
活
動 

で
顕
彰
さ
れ
る 

 

緑
ヶ
丘
長
寿
会 

 
 
 
 
 

生
き
活
き
ラ
イ
フ
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 
 
 

部
長 

民
谷 

倶
子 

  

緑
ヶ
丘
長
寿
会
の
「
生
き
活
き
ラ
イ

フ
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
昨
年
11
月
に
「
ニ

ッ
セ
イ
財
団
生
き
生
き
シ
ニ
ア
活
動
顕

彰
」
に
応
募
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

度
顕
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
７
月
12

日
奈
良
県
庁
に
於
い
て
贈
呈
式
、
活
動

の
発
表
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
日
頃
の
活
動
が
認
め
ら
れ

た
も
の
と
し
て
ク
ラ
ブ
員
一
同
大
変
光

栄
で
喜
ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
の
緑
ヶ
丘
地
域
で
安
心
し
て
、
楽

し
く
参
加
で
き
る
ク
ラ
ブ
を
と
設
立
し

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
近
隣
の
仲
間
づ

く
り
・
健
康
づ
く
り
・
楽
し
い
集
い
・

多
彩
な
取
り
組
み
・
趣
味
を
活
か
し
た

活
動
・
貢
献
で
き
る
地
域
活
動
を
通
し

て
日
常
生
活
が
豊
か
に
な
る
ク
ラ
ブ
を

目
指
し
て
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

吉
新
に
は
昨
年
春
、
新
し
い
公
民
館
が

役
場
北
側
に
竣
工
、
新
し
い
ク
ラ
ブ
も

加
わ
り
ク
ラ
ブ
活
動
が
再
開
。
百
歳
体

操
は
長
寿
会
以
外
の
人
も
参
加
。
体
操

の
後
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
言
葉
遊

び
や
情
報
交
換
等
の
井
戸
端
会
議
で
仲

間
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
が
、
吉
新
は

公
民
館
の
活
用
と
地
域
の
繋
が
り
づ
く

り
も
課
題
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、 

「
ふ
れ
あ
い
新
聞
」
２
月
号
に
掲
載
） 

こ
れ
を
励
み
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
活
動

が
よ
り
一
層
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

  

本
に
思
う 三

里
長
寿
会 

森 

治
子 

宮
前
様
「
百
歳
を
目
標
に
自
分
流
に

生
き
る
」
を
上
梓
さ
れ
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
先
達
の
歩
い
て
こ
ら

れ
た
道
程
を
少
し
で
も
知
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
わ
た
く
し
の
生
き
て
い
く
う
え

で
の
助
け
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

「
定
年
退
職
後
、
第
二
の
人
生
」
の

章
に
私
も
定
年
退
職
後
の
生
き
方
を
模

索
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
関
心
を

持
ち
ま
し
た
。
仕
事
を
精
一
杯
や
っ
て

き
て
、
定
年
を
迎
え
た
後
の
人
生
を
ど

う
過
ご
す
か
、
高
齢
化
社
会
の
今
、
問

わ
れ
て
い
ま
す
。 

著
者
は
「
何
を
す
る
に
も
健
康
で
な

い
と
進
ま
な
い
」
と
、
体
操
を
鏡
の
前

で
続
け
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
、
強
い

意
志
に
、
私
の
よ
う
な
サ
ボ
リ
屋
さ
ん

は
大
い
に
反
省
し
ま
し
た
。 

大
事
な
こ
と
は
、
一
つ
目
は
目
標
を

持
つ
こ
と
、
二
つ
目
は
そ
れ
に
挑
戦
す

る
こ
と
、
三
つ
目
は
諦
め
な
い
こ
と
、

四
つ
目
は
連
携
が
大
事
と
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。 

私
も
こ
の
言
葉
を
胸
に
刻
ん
で
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
に
生
か
そ
う
と
思
い
ま

す
。
か
し
の
き
荘
の
仲
間
の
皆
様
が
、

こ
の
本
を
手
に
取
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。 

編
集
部
か
ら 

宮
前
様
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
自
分

史
の
「
本
」
5
冊
は
「
か
し
の
き
荘
」
1

階
の
公
衆
電
話
機
脇
に
置
い
て
い
ま
す
。 

 

 
 

今
月
、「
ス
マ
ホ
」
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

ス
マ
ホ
は
必
要
な
い
と
思
っ
て
い

た
が
４
年
間
使
用
し
て
い
た
ガ
ラ

ケ
ー
が
故
障
し
て
や
む
な
く
ス
マ

ホ
の
購
入
と
な
っ
た
◇ 

ス
マ
ホ 

は
、
２
０
０
８
年
７
月
誕
生
、
以
降
急

激
に
ス
マ
ホ
の
普
及
率
は
伸
び
て
き
た
。

２
０
１
９
年
９
月
登
場
す
る
の
が
最
新

型

ip
h

o
n

e

は
ト
リ
プ
ル
レ
ン
ズ
カ
メ

ラ
、
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
目
玉

と
し
て
予
想
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
◇

２
０
１
９
年
２
月
の
ス
マ
ホ
の
利
用
率

は
全
体
で
85
％
超
え
、
ガ
ラ
ケ
ー
の
７

倍
以
上
に
な
っ
た
◇
60
代
の
シ
二
ア
層

の
利
用
率
が
２
０
１
３
年
７
月
に
わ
ず

か
17.9
％
だ
っ
た
ス
マ
ホ
普
及
率
が
２
０ 

１
９
年
２
月
で
は
普
及
率
は
４
倍
近
い 

68.5
％
ま
で
増
え
て
お
り
伸
び
率
が
最 

も
高
い
の
は
60
代
と
い
う
◇
70
代
は 

ス
マ
ホ
普
及
率
43
％
、
ガ
ラ
ケ
ー
39 

％
よ
り
も
多
く
な
っ
た
。
未
所
有
者
は 

18
％
だ
◇
ス
マ
ホ
の
料
金
プ
ラ
ン
は 

各
社
と
も
複
雑
、
最
低
で
も
ガ
ラ
ケ
ー 

の
2
倍
以
上
、
利
用
は
電
話
、
SMS,

、 

Ｅ
メ
ー
ル
、
ガ
ラ
ケ
ー
と
同
じ
だ
が 

最
近
プ
ラ
ス
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
楽
し
ん
で 

い
る
◇
ス
マ
ホ
は
多
機
能
で
便
利
な 

の
は
た
し
か
だ
が
、
安
全
対
策
や
使
い

方
を
十
分
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
が 

何
よ
り
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。 

甘口辛口 

発行 

平 群 町 

長 寿 会 

ふれあい 

情報部 

 
 

令
和
元
年
度 

各
賞
受
賞
の
決
定
続
々
！ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

長
寿
会
連
合
会 

会
長 

岡 

嘉
道 

令
和
元
年
度
の
県
知
事
表
彰
に
、
一
個
人
が
、
全
老
連
会
長
表
彰
に
一
地
区
長
寿
会

が
、
県
老
連
会
長
表
彰
に
五
地
区
長
寿
会
の
受
賞
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
様
に
、
一
年
間
に
合
計
七
つ
の
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
は
極
め
て
珍
し
い
こ
と
で

あ
り
、
受
賞
し
た
地
区
長
寿
会
と
皆
様
方
の
平
素
か
ら
の
ご
努
力
と
活
発
な
事
業
活
動

に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 



 (2) 平群町長寿会新聞  第３１９号  ２０１９年（令和元年） １０月１日   

第
102
回 

健
康
ウ
オ
ー
ク 

椿
井
城
跡
へ 

 

副
会
長
・
健
康
部
長 

難
波
尊
志 

 

７
月
23
日
〈
水
〉
９
時
過
ぎ
か
ら
。

参
加
者
12
名
の
受
付
を
行
い
、
準
備
体

操
後
、
定
刻
に
出
発
。
竜
田
川
を
渡
り
、

東
に
向
か
い
、
大
井
手
用
水
路
を
渡
っ

た
左
角
に
椿
井
線
刻
笠
石
仏
（
鎌
倉
時

代
中
期
）
が
あ
る
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説

明
を
受
け
た
後
、
東
に
坂
道
を
上
が
り
、

椿
井
井
戸
を
経
由
し
て
椿
井
城
の
登

り
口
広
場
に
着
く
。 

昨
夜
の
大
雨
の
影
響
を
配
慮
し
、
北

側
の
道
を
登
る
こ
と
に
す
る
。
参
加
者

の
手
先
に
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
を
か
け
、

備
え
付
け
の
竹
杖
を
借
り
て
、
南
郭
の

頂
上
の
西
の
広
場
を
目
指
し
て
歩
き

出
す
。
昨
夜
の
雨
で
出
来
た
、
雨
水
の

流
れ
道
（
窪
み
）
を
避
け
て
、
道
の
脇

を
歩
く
。
周
囲
の
景
色
を
眺
め
る
余
裕

も
無
く
、
重
い
足
取
り
で
あ
る
。
少
し

余
分
な
時
間
を
要
し
た
が
、
全
員
無
事

に
頂
上
に
到
着
。
南
郭
の
中
央
広
場
に

移
り
、
ガ
イ
ド
さ
ん
よ
り
、
椿
井
城
の

由
緒
・
特
徴
の
説
明
を
受
け
る
。 

こ
の
城
の
築
造
に
は
諸
説
あ
る
が
、

室
町
時
代
の
中
期
（
推
定
）
に
在
地
の

土
豪
、
椿
井
氏
が
矢
田
丘
陵
の
南
西
端

の
山
上
に
築
造
。
そ
の
縄
張
り
は
、
南

北
310
ｍ
、
東
西
110
ｍ
に
及
び
、
北
郭

群
と
南
郭
群
に
分
か
れ
、
尾
根
上
を
５

箇
所
の
堀
切
で
遮
断
し
、
郭
、
横
堀
、

土
塁
、
土
橋
を
設
け
て
、
攻
め
難
い
構

造
を
採
っ
た
「
連
郭
式
山
城
」
の
特
徴

を
示
し
て
い
る
。
そ
の
内
、
今
回
登
っ

た
南
郭
に
は
郭
３
、
堀
切
３
、
土
塁
１
、

土
橋
１
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
山
肌
を

巧
み
に
加
工
し
た
も
の
で
、
石
垣
を
持

た
ず
、
土
砂
崩
れ
防
止
の
石
積
み
を
僅 

か
に
残
す
だ
け
で
あ
る
が
、
五
百
年
前

の
城
郭
遺
構
が
見
ら
れ
る
現
状
に
驚
い

て
い
る
。 

山
上
の
爽
や
か
な
風
に
汗
も
乾
い
た

頃
に
な
り
、
椿
井
井
戸
の
登
城
口
に
向

け
出
発
。
下
山
に
安
堵
し
て
か
、
少
し

下
っ
た
所
で
、
不
覚
に
も
濡
れ
た
枯
れ

葉
に
足
を
滑
ら
し
、
転
ん
で
尻
餅
を
つ

い
た
。
特
に
怪
我
は
な
か
っ
た
が
、
同

様
な
目
に
遭
っ
た
方
が
他
に
も
お
ら
れ

た
。
登
山
口
に
竹
杖
を
返
し
て
、
来
た

道
を
戻
り
、
正
午
過
ぎ
に
プ
リ
ズ
ム
へ

ぐ
り
に
無
事
帰
着
、
整
理
体
操
後
解
散
。

ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
だ
い
た
平
群
町
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
山
西
代

表
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

                            

「
老
人
福
祉
功
労
者
」
彰
を 

受
賞
し
て 

 

長
寿
会
連
合
会
会
長 

岡 

嘉
道 

 

去
る
、
9
月
12
日

（木）
奈
良
県
庁
に
お

い
て
令
和
元
年
度
「
老
人
福
祉
功
労
者
」

等
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
席
上
、
小
職

が
老
人
福
祉
功
労
者
と
し
て
、
県
知
事

よ
り
「
表
彰
状
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
日
の
受
賞
者
は
県
下
で
15
名
お
ら

れ
ま
し
た
。
長
年
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成

指
導
並
び
に
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢

献
し
た
者
と
の
こ
と
で
す
が
、
平
群
町

長
寿
会
連
合
会
の
長
年
に
亘
る
活
発
な

活
動
に
対
し
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

私
が
代
表
し
て
受
け
た
も
の
で
、
ご
同

慶
の
至
り
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
も
偏
に
、
本
部
役
員
な
ら
び
に 

会
員
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜

物
で
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
お

礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

                      

川
柳
ク
ラ
ブ 

今
回
の
題
詠
は
「
泳
ぐ
」 

 

泳
が
さ
れ
稼
い
で
戻
る
鵜
の
亭
主 

 

藤
田 

利
治 

政
界
を
巧
み
に
泳
ぎ
生
き
残
る 

宮
崎
多
喜
代 

適
当
に
泳
が
さ
れ
て
る
と
気
付
か
ぬ
か 

左
近 

育
子 

 

七
十
年
泳
い
で
き
た
が
岸
が
な
い 

高
橋 

秀
尹 

 

卒
寿
す
ぎ
背
泳
ぎ
で
き
て
び
っ
く
り
し 

 

宮
前 

敏
子 

 

金
魚
す
く
い
泳
ぐ
金
魚
が
び
く
び
く
と 

 

薮
内 

照
香 

 

転
職
を
次
々
続
け
る
処
世
術 

 

 

山
田 

謙
造 

 

盆
踊
り
泳
い
で
い
る
よ
な
金
魚
柄 

 

阿
部 

裕
子 

 

人
の
世
を
カ
ナ
ヅ
チ
だ
け
ど
泳
い
で
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
戸
美
恵
子 

 

遠
浅
を
泳
ぎ
歩
い
た
瀬
戸
の
島 

 

難
波 

尊
志 

 

「
忖
度
」
は
人
の
世
泳
ぐ
必
須
技 

 
 

大
村 

三
郎 

 

本
当
に
？
問
い
詰
め
ら
れ
て
目
が
泳
ぐ 

 

松
井 

友
博 

 

織
姫
は
逢
い
た
さ
あ
ま
り
泳
ぎ
来
る 

 
 

徳
原 

友
子 

 

祖
父
に
子
も
孫
も
金
槌
情
け
な
い 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

浜
崎 

晴
美 

 

銭
も
な
く
三
途
の
河
原
で
水
遊
び 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
井 

信
夫 

   
  

短
歌
ク
ラ
ブ
（
順
不
同
） 

 

白
サ
ギ
と
黒
サ
ギ
遊
ぶ
小
池
に
は
波
紋

輝
ら
り
と
ア
ー
ト
の
世
界 

飯
田 

陽
子 

 

梅
雨
明
け
を
待
つ
か
の
蝉
の
大
合
唱
き

よ
う
を
限
り
か
八
日
目
の
朝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

魚
住 

潤
子 

 
故
郷
の
卒
寿
の
姉
の
宅
便
の
知
覧
茶
飲

め
ば
母
の
香
も
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
村 

三
郎 

 

浄
土
宗
「
と
も
し
び
」
講
和
目
を
通
し

わ
が
愚
か
さ
に
た
だ
「
ご
称
名
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
東 

隆
子 

 

草
む
ら
に
秋
虫
鳴
い
て
耳
澄
ま
す
鳴
き

止
む
た
び
に
夜
の
深
ま
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

左
近 

育
子 

 

収
穫
を
終
え
た
里
山
秋
深
し
楓
や
蔦
で

麓
い
ろ
ど
る 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

徳
原 

友
子 

 

杖
つ
き
て
歩
め
る
こ
と
を
幸
と
し
て
硬

き
舗
道
に
背
筋
を
伸
ば
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

野
木 

宗
信 

   

椿
台
長
寿
会 

 
 

 
 

浜
崎 

晴
美 

   

俳
句
ク
ラ
ブ 

か
し
の
木
句
会(

順
不
同) 

 

今
月
の
兼
題
は
、
当
季
自
由
句
で 

す
。 

 

ど
こ
か
ら
と
な
く
ど
こ
ま
で
も
花
野
か
な 

本
谷 

眞
治
郎 

 

か
な
か
な
や
面
会
終
へ
て
獄
舎
出
づ 

中
川 

克
己 

 

熊
蝉
や
色
の
褪
せ
た
る
仁
王
像 

江
崎 

俊
夫 

 

戒
名
の
朱
の
新
し
き
墓
洗
ふ 野

木 

宗
信 

 

鱧
切
り
の
技
も
御
馳
走
夏
料
理 

岡
本 

豊
子 

 

烏
賊
釣
火
う
み
鳥
も
来
て
波
に
揺
れ 

三
船 

忠
志 

 

川
上
に
夕
立
あ
り
て
ま
く
れ
水 

岩
城 

和
子 

 

秋
風
横
切
る
や
う
に
車
椅
子 花

岡 

安
子 

 

順
調
に
水
の
流
れ
て
稲
の
花 乾 

フ
ジ
子 

 

水
匂
ふ
穂
立
ち
始
め
の
田
ん
ぼ
径 

宮
本 

洋
子 

 

濁
流
の
も
ん
ど
り
打
っ
て
出
水
川 

澤
波
百
合
子 

     

お
く
や
み 

 

令
和
元
年
８
月
20
日 

か
ら
９
月
19
日 

の
間
に
左
記
の
会
員
の
方
が
ご
逝
去 

さ
れ
ま
し
た
。 

生
前
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お 

祈
り
致
し
ま
す
。 

 

浦
野 

佳
子
様(

84)
 

越
木
塚
地
区 

 

谷 
 

栄
子
様(

87)
  

春
日
丘
地
区 

 

前
川 

禎
二
様(

94)
 
 

三
里
地
区 

 

巽 
 

重
高
様(

92)
  

下
垣
内
地
区 

  

平
群
町
長
寿
会
連
合
会 

 

お
知
ら
せ 

健
康
部 

 

◇
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

・
104 

回 
10
月
22
日
（
火
） 

・
中
央
公
民
館 
9
時
30
分 

・
上
山
古
墳
、
平
群
神
社
約
5.5
㎞ 

※
午
前
中
終
了 

※
飲
物
、
「
手
帳
」
、
雨
具
持
参 

※
7
時
前
降
雨
予
報
40
％
以
上
中
止 

 

お
詫
び
と
訂
正 

編
集
部 

 

◇
9
月
号
表
面 

3
段
10
行
目 

正 

社
協
・
西
本
氏 

誤 

社
協
・
井
学
氏 

◇
9
月
号
裏
面
6
段
2
行
目 

正 

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
椿
の
枝
の 

若
鴬
の
姿
を
消
し
て
春
も 

深
ま
る 

誤 

若
鴬
の
・
・
（
2
行
目
脱
落
） 

 

以
上
の
と
お
り
、
お
詫
び
し
て
訂
正 

い
た
し
ま
す
。 


